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この区議会だよりは、再生紙（再生紙活用率７０％）を活用しています。

結 果無所属
（８）

都ファ
（２）

共 産
（６）

公 明
（８）

自 民
（７）

立 憲
（９）

会派名等（議員数）
件　名
決算

認　定○×○○○○○令和２年度中野区一般会計歳入歳出決算の認定について
認　定○×○○○○○令和２年度中野区国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の

認定について
認　定○×○○○○○令和２年度中野区後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認

定について
認　定○×○○○○○令和２年度中野区介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて
区長提出議案

可　決○×○○○○○中野区男女共同参画・多文化共生推進審議会条例を廃止する
条例

可　決○×○○○○○中野区立学童クラブ条例の一部を改正する条例
陳情

不採択○××○×××高齢者に対する聞こえの支援及び、補聴器購入への助成を求
める陳情（１項）

不採択○××○×××高齢者に対する聞こえの支援及び、補聴器購入への助成を求
める陳情（２項）
※会派等の略称〔立憲：立憲民主党・無所属議員団、自民：自由民主党議員団、公明：公明党議員団、共産：日本共産党議員団、
都ファ：都民ファーストの会中野区議団、無所属：無所属議員〕
　議員数は議長を除く。無所属議員については、会派と同様の扱いで掲載しています。

【○：賛成　×：反対】意見の分かれた案件（第３回定例会）

 
◆
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購

入
に
対
す
る
公
的
補
助
を
求

め
る
意
見
書

　

日
本
は
世
界
に
類
の
な
い
ス

ピ
ー
ド
で
超
高
齢
社
会
を
迎
え

て
お
り
、　

歳
以
上
の
高
齢
者

７０

の
半
数
は
、
加
齢
性
の
難
聴
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
難
聴
に

な
る
と
、
家
庭
の
中
で
も
、
社

会
に
お
い
て
も
孤
立
し
や
す
く
、

人
と
の
会
話
な
ど
が
減
少
し
が

ち
に
な
り
、
認
知
症
と
の
関
連

性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
し
か
し
、
加
齢
性
難
聴

は
ゆ
っ
く
り
と
進
行
す
る
た
め
、

本
人
に
は
自
覚
し
に
く
く
、
気

づ
く
の
が
遅
れ
が
ち
で
す
。

　

難
聴
者
や
高
齢
者
が
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
、
生
活
の
質

を
維
持
し
、
向
上
し
て
い
く
た

め
に
は
、
難
聴
の
進
行
に
合
わ

せ
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
補
聴

器
を
使
用
で
き
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

補
聴
器
は
、
数
万
円
か
ら
高

価
な
も
の
ま
で
あ
り
ま
す
が
、保

険
適
用
外
な
の
で
全
額
自
己
負

担
と
な
り
、
年
金
生
活
者
に
と

っ
て
は
大
き
な
負
担
で
す
。
高

齢
者
が
人
と
の
つ
な
が
り
を
楽

し
み
、
生
活
し
続
け
る
た
め
に

は
、
補
聴
器
購
入
に
対
す
る
国

に
よ
る
公
的
補
助
が
必
要
で
す
。

　

よ
っ
て
中
野
区
議
会
は
、
政

府
に
対
し
、
加
齢
性
難
聴
者
の

補
聴
器
購
入
に
対
す
る
公
的
補

助
の
実
施
を
求
め
ま
す
。

〈
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、

財
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
あ

可
決
し
た

意
見
書

第３回
定例会

　

第
３
回
定
例
会
に
お
け
る
陳

情
の
審
議
結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

 
第
５
号
陳
情　

高
齢
者
に
対
す

る
聞
こ
え
の
支
援
及
び
、
補
聴

器
購
入
へ
の
助
成
を
求
め
る
陳

情
（
３
項
）

（
意
見
書
提
出
）
―
み
な
す
採

択
採

択

▼
総
務
委
員
会

７
／　
　

報
告　

件
を
聴
取

２８

１３

８
／　
　

報
告
８
件
を
聴
取

２６

▼
区
民
委
員
会

８
／
２　

報
告　

件
を
聴
取

１２

８
／　
　

報
告
６
件
を
聴
取

２５

▼
厚
生
委
員
会

７
／　
　

報
告　

件
を
聴
取

３０

１５

▼
建
設
委
員
会

７
／　
　

報
告　

件
を
聴
取

３０

１３

▼
子
ど
も
文
教
委
員
会

８
／
５　

報
告　

件
を
聴
取

１２

９
／
２　

報
告
９
件
を
聴
取

▼
中
野
駅
周
辺
整
備
・
西
武
新

宿
線
沿
線
ま
ち
づ
く
り
調
査

特
別
委
員
会

７
／　
　

報
告
５
件
を
聴
取

２６

▼
情
報
政
策
等
調
査
特
別
委
員

会７
／　
　
「
庁
舎
移
転
に
伴

２１

う
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
、
働

き
方
改
革
等
に
つ
い
て
」
の

学
習
会
を
開
催
、
報
告
３
件

を
聴
取

８
／　
　

報
告
３
件
を
聴
取

３０

▼
危
機
管
理
・
感
染
症
対
策
調

査
特
別
委
員
会

８
／　
　
「
自
治
体
の
Ｂ
Ｃ

３１

Ｐ
に
つ
い
て
」
の
学
習
会
を

開
催
、
報
告　

件
を
聴
取

１０

▼
議
会
運
営
委
員
会

８
／　
　

第
３
回
定
例
会
の

２７

日
程
な
ど
を
協
議

９
／
３　

第
３
回
定
例
会
の

招
集
日
の
確
認
や
日
程
な
ど

を
協
議

 

 　

現
在
予
定
さ
れ
て
い
る
議
会

日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
第
４
回
定
例
会
（
予
定
）

　
　
　
　

月　

日
～　

月　

日

１１

２５

１２

１０

●
閉
会
中
の
委
員
会

　

情
報
政
策
等
調
査
特
別
委
員

会　
　
　
　
　
　
　

月　

日

１１

１５

　

危
機
管
理
・
感
染
症
対
策
調

査
特
別
委
員
会　
　

月　

日

１１

１６

　

議
会
日
程
は
変
更
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

中
野
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
区
議
会
事
務
局
へ
。

今
後
の
議
会
日
程

 

（
審
議
結
果　

可
決
）

 
◆
賛
成
討
論

　

河
合　

り
な 

（
立
憲
）

 

（
審
議
結
果　

可
決
）

 
◆
反
対
討
論

　

竹
村
あ
き
ひ
ろ 
（
無
所
属
）

　

吉
田　

康
一
郎 
（
無
所
属
）

 

（
審
議
結
果　

可
決
）

令
和
３
年
度
中
野
区
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
６
次
）

沖
縄
戦
戦
没
者
の
遺
骨
等

を
含
む
土
砂
を
辺
野
古
新

基
地
建
設
の
埋
め
立
て
等

に
使
用
し
な
い
よ
う
求
め

る
意
見
書

閉
会
中
の
委
員
会
の
動
き

令
和
３
年
７
月
～
９
月

審
議
結
果

陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳
情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情
のののののののののののののののののののののの

て
〉

◆
沖
縄
戦
戦
没
者
の
遺
骨
等
を

含
む
土
砂
を
辺
野
古
新
基
地

建
設
の
埋
め
立
て
等
に
使
用

し
な
い
よ
う
求
め
る
意
見
書

　

辺
野
古
新
基
地
建
設
の
海
域

埋
め
立
て
の
た
め
の
土
砂
を
、

去
る
沖
縄
戦
で
多
く
の
将
兵
・

住
民
が
戦
火
に
倒
れ
、
未
だ
に

遺
骨
等
が
埋
も
れ
て
い
る
地
域

の
沖
縄
本
島
南
部
か
ら
も
採
取

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
現
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
遺
骨
を
発
掘

し
て
い
た
最
中
の
沖
縄
戦
跡
国

定
公
園
内
の
遺
骨
発
見
現
場
も

採
石
場
の
予
定
地
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

国
の
た
め
に
尽
く
し
た
犠
牲

者
の
骨
や
血
の
し
み
込
ん
だ
土

砂
を
埋
め
立
て
に
使
う
こ
と
は
、

戦
没
者
へ
の
冒
涜
で
す
。
戦
後

に
戦
没
者
の
ご
遺
族
の
元
に
遺

骨
の
代
わ
り
に
届
い
た
「
御
霊

石
」
は
戦
没
地
の
土
砂
と
言
わ

れ
て
お
り
、
国
が
先
に
行
っ
た

遺
族
に
対
す
る
慰
霊
行
為
を
自

ら
否
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
埋
め
立
て
用
土
砂
採
取

計
画
の
撤
回
要
請
は
、
基
地
の

建
設
に
賛
成
か
反
対
か
で
は
な

く
、
単
純
に
人
道
的
見
地
か
ら

行
う
も
の
で
す
。

　

よ
っ
て
中
野
区
議
会
は
、
国

会
及
び
政
府
に
対
し
、
沖
縄
防

衛
局
に
よ
る
「
キ
ャ
ン
プ
・
シ

ュ
ワ
ブ
北
側
の
大
浦
湾
に
お
け

る
地
盤
改
良
工
事
の
追
加
等
に

伴
う
埋
立
変
更
承
認
申
請
書
」

の
中
の
沖
縄
本
島
南
部
か
ら
の

埋
め
立
て
用
土
砂
採
取
計
画
を

見
直
す
と
と
も
に
、「
戦
没
者

の
遺
骨
収
集
の
推
進
に
関
す
る

第　

号
陳
情　

沖
縄
戦
戦
没
者

１４
の
遺
骨
等
を
含
む
土
砂
を
辺
野

古
新
基
地
建
設
の
埋
め
立
て
等

に
使
用
し
な
い
よ
う
求
め
る
意

見
書
を
国
へ
提
出
す
る
こ
と
に

つ
い
て

（
意
見
書
提
出
）
―
み
な
す
採

択第　

号
陳
情　

２
０
３
０
年
に

１６
お
け
る
中
野
区
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減

目
標
の
早
期
達
成
と
さ
ら
な
る

削
減
努
力
に
つ
い
て

―
全
会
一
致

 
第
５
号
陳
情　

高
齢
者
に
対
す

る
聞
こ
え
の
支
援
及
び
、
補
聴

器
購
入
へ
の
助
成
を
求
め
る
陳

情
（
１
・
２
項
）

―
賛
成
少
数

第　

号
陳
情　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

１０
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
即
時

中
止
を
求
め
る
陳
情
書

―
賛
成
な
し

 
《
子
ど
も
文
教
委
員
会
付
託
》

第　

号
陳
情　

中
野
区
区
有
施

１５
設
整
備
計
画
（
案
）
に
よ
る
大

和
西
児
童
館
の
児
童
館
機
能
廃

止
と
職
員
引
き
上
げ
に
つ
い
て

 　

議
案
の
審
議
に
当
た
り
、
次

の
議
員
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

《
議
案
》

 
◆
反
対
討
論

　

石
坂　

わ
た
る 
（
無
所
属
）

不

採

択

継
続
審
査

議

案

議

案

にに

対
す
る
討

対
す
る
討
論論

中
野
区
男
女
共
同
参
画
・

多
文
化
共
生
推
進
審
議
会

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

し
た
う
え
で
増
額
に
向
け
て
検

討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
令
和
元
年
の
出
生
数

は　

万
５
２
３
９
人
で
、
前
年

８６
に
比
べ
５
万
３
１
６
１
人
減
少

し
過
去
最
少
と
な
り
ま
し
た
。

少
子
化
克
服
に
向
け
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る

環
境
を
整
え
る
た
め
に
は
、
子

ど
も
の
成
長
に
応
じ
た
、
き
め

細
か
な
支
援
を
重
ね
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
一
時
金
は

そ
の
大
事
な
一
手
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

少
子
化
対
策
は
、
わ
が
国
の

重
要
課
題
の
一
つ
に
ほ
か
な
ら

ず
、
子
育
て
の
ス
タ
ー
ト
期
に

当
た
る
出
産
時
の
経
済
的
な
支

援
策
を
強
化
す
る
こ
と
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
、
中
野
区
議
会
は
、

国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
現
在

の
負
担
に
見
合
う
形
に
出
産
育

児
一
時
金
を
引
き
上
げ
る
こ
と

を
強
く
求
め
ま
す
。

〈
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大

臣
あ
て
〉

法
律
」
を
遵
守
し
、
沖
縄
戦
戦

没
者
の
遺
骨
等
を
含
む
土
砂
を

辺
野
古
新
基
地
建
設
の
埋
め
立

て
等
に
使
用
し
な
い
こ
と
を
求

め
ま
す
。

〈
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
外
務
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣
、国
土
交
通
大
臣
、

環
境
大
臣
、
防
衛
大
臣
あ
て
〉

◆
出
産
育
児
一
時
金
の
増
額
を

求
め
る
意
見
書

　

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
２
０

１
９
年
度
の
出
産
費
用
が
正
常

分
娩
の
場
合
、
全
国
平
均
額
は

約　

万
円
で
、
室
料
差
額
等
を

４６
含
む
費
用
の
全
国
平
均
額
は
約

　

万
４
０
０
０
円
と
な
っ
て
い

５２ま
す
。
出
産
に
か
か
る
費
用
は

年
々
増
加
し
、
費
用
が
高
い
都

市
部
で
は
現
在
の　

万
円
の
出

４２

産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
で
は

賄
え
な
い
状
況
に
な
っ
て
お
り
、

平
均
額
が
約　

万
円
と
最
も
高

６２

い
東
京
都
で
は
、
現
状
、
出
産

す
る
人
が
約　

万
円
を
持
ち
出

２０

し
て
い
る
計
算
と
な
り
ま
す
。

　

国
は
、
２
０
０
９
年　

月
か

１０

ら
出
産
育
児
一
時
金
を
原
則　
４２

万
円
に
増
額
し
、
２
０
１
１
年

度
に
そ
れ
を
恒
久
化
、
２
０
１

５
年
度
に
は
一
時
金
に
含
ま
れ

る
産
科
医
療
補
償
制
度
掛
金
分

３
万
円
を
１
万
６
０
０
０
円
に

引
下
げ
、
本
来
分　

万
円
を　

３９

４０

万
４
０
０
０
円
に
引
き
上
げ
ま

し
た
。
２
０
２
２
年
１
月
以
降

の
分
娩
か
ら
産
科
医
療
補
償
制

度
掛
金
を
１
万
２
０
０
０
円
に

引
下
げ
、
本
人
の
受
取
額
を
４

０
０
０
円
増
や
す
と
と
も
に
、

医
療
機
関
か
ら
費
用
の
詳
し
い

デ
ー
タ
を
収
集
し
実
態
を
把
握


